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「
安
心
を
　
あ
な
た
に
つ
な
ぐ
　
１
１
０
番
」

●
　
１
１
０
番
は
、
事
件
や
事
故
な
ど
各
種
事
案
の
早
期
解

決
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
す
。

　
事
件
や
事
故
で
お
困
り
の
時
や
、
目
撃
さ
れ
た
時
に
は
、
・

　
　
　
一
刻
も
早
い
１
１
０
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
県
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
と
安
心
の
た
め
、
正
し
い
１
１
０

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ｌ
ｊ
ｌ
Ｏ
番
通
報
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

○
　
正
し
く
○
　
は
っ
き
り
○
　
落
ち
着
い
て

　
１
１
１
０
番
通
報
時
に
は
、
受
理
を
す
る
警
察
官
が
必
要
な

質
問
を
順
番
に
す
る
の
で
、
落
ち
看
い
て
、
・
警
察
官
の
質
問

に
正
確
に
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。
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この時期は、橋やトンネルの出口の

横風ｶﾞとても強～い口。＝、ノ
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カーフiZ)盾が突然高給して

も!道はどこも冬全開よ!
ら
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県
警
察
で
は
、
「
全
て
の
道
路
利
用

者
の
マ
↓
ノ
ー
ア
ッ
プ
に
よ
る
交
通
事

故
防
止
」
に
向
け
、
各
種
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

　
　
「
ゆ
ず
る
・
と
ま
る
・
ま
も
る
」

　
●
ゆ
ず
る
（
横
断
者
や
他
車
両
に

　
進
路
を
「
ゆ
ず
る
１
」

　
●
と
ま
る
（
横
断
歩
道
や
一
時
停

巾
吊
『

☆
自
動
車
は
、
歩
行
者
や
他
の
車

両
に
優
し
い
運
転
を
１
‐
・

☆
自
転
車
は
車
の
仲
間
で
す
Ｉ
・

　
「
一
略
停
止
嬉
所
で
と
ま
る
」

　
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
等
の
『
な

　
が
ら
運
転
』
は
や
め
て
交
通
ル
ー

　
ル
を
ま
も
る
」

☆
歩
行
者
は
自

ら
危
険
に
近
づ

か
な
い
Ｉ
。

　
県
民
の
意
識

を
変
え
、
事
故

の
な
い
岡
山
の

実
現
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

①
　
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
、

　
「
有
料
サ
イ
ト
閲
覧
履
歴
有
り
」
、
『
本

日
中
に
連
絡
が

な
い
と
法
的
手

続
き
を
取
る
」

旨
の
メ
ー
ル
が

届
く
。

②
　
表
示
さ
れ
た
番
号
に
電
話
を
架
け

　
る
と
未
納
料
金
等
の
名
目
で
支
払
う

　
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

U白

ﾀﾞU

証ぢ

　
電
子
マ
ネ
ー
で
「
未
納
金
や
延
滞
料

を
支
払
う
」
　
↓
　
そ
れ
は
詐
欺
で
す
。

　
大
切
な
財
産
を
欺
し
取
ら
れ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「毎月第Ｚ金曜日診、犯罪ゼロQE□」
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